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育
成
能
力
目
標
を
意
識
し
た
多
面
的
展
開

日
本
文
理
大
学

教
員
間
の
連
携
を
強
化
す
る
Ｆ
Ｄ
で
、

学
部
横
断
で
行
う

社
会
人
基
礎
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
一
般
的
に
、
自
分
に
自
信
が
な
い
、
内
に
秘
め
る
も
の
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
う

ま
く
表
現
で
き
な
い
、
行
動
す
る
前
に
諦
め
る
、
知
っ
て
い
る
人
以
外
と
は
関
わ
り
を
持
ち
た
く
な
い
、

と
い
う
学
生
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
ら
も
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、
就
職
を
現
実
的
な
問

題
と
し
て
意
識
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、『
社
会
人
基
礎
力
』
は
産
業
界
と

大
学
と
の
共
通
認
識
さ
れ
た
用
語
、
ス
キ
ル
と
し
て
学
生
達
に
必
要
な
も
の
と
し
て
気
付
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
人
間
力
育
成
セ
ン
タ
ー
長　

吉
村
充
功
准
教
授
）

学
年
に
応
じ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
も
準
備
す
る

　

日
本
文
理
大
学
は
、
工
学
部
と
経
営
経
済
学
部
と
い
う
性
格
の
全
く
異
な
る
２
つ
の
学
部
を
持
つ
大
学

で
す
。「
社
会
人
基
礎
力
」
育
成
の
中
心
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
１
年
次
か
ら
３
年
次
で
行
わ
れ
る
教

養
基
礎
科
目
「
社
会
参
画
実
習
」
で
す
。
こ
の
授
業
は
、
２
つ
の
学
部
の
混
成
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
る
Ｐ
Ｂ

Ｌ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
目
的
に
応
じ
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。
１
年
次
・
２
年
次
は
、
経
営
経

済
学
部
は
必
修
、
工
学
部
は
履
修
指
導
に
よ
り
ほ
ぼ
全
員
の
学
生
が
履
修
、
３
年
次
は
選
択
科
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

１
年
次
の
授
業
は
、
合
同
１
ク
ラ
ス
が
30
名
以
内
に
な
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
か
ら

１
名
ず
つ
の
教
員
に
よ
る
、
ダ
ブ
ル
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
形
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
６
人
以
内
の
チ
ー
ム
を
作

り
、
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
情
報
収
集
、
役
割
分
担
な
ど
の
基
礎

的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
主
眼
に
置
か
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス

作
り
」「
学
生
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
計
画
」
な
ど
、
学
内
の
施
設
の
改
善
案
や
運
営
計
画

社
会
人
基
礎
力
を
人
間
力
の
１
つ
の
ス
キ
ル
と
捉
え
る

　

大
学
全
入
時
代
に
向
け
て
、
人
間
力
育
成
を
軸
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
っ
た
際
に
、「
社
会

人
基
礎
力
」
を
取
り
入
れ
た
の
が
日
本
文
理
大
学
で
す
。
日
本
文
理
大
学
は
、「
人
間
力
」
を
精
神
的
な

部
分
で
あ
る
「
こ
こ
ろ
の
力
」
と
、
ス
キ
ル
で
あ
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
お
よ
び
「
専
門
能
力
」「
職
業

能
力
」
と
い
う
４
つ
の
総
合
力
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
産
学
一
致
」
に

「
人
間
力
の
育
成
」
と
「
社
会
・
地
域
貢
献
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
３
つ
の
柱
が
強
く
絡
み

合
っ
た
形
で
の
実
践
型
教
育
を
通
し
て
「
専
門
知
識
や
技
術
に
加
え
て
、
一
人
の
大
人
と
し
て
自
立
で
き

る
能
力
と
自
信
を
身
に
付
け
る
教
育
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「『
社
会
人
基
礎
力
』
は
、『
何
事
に
も
諦
め
ず
興
味
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
』
で
あ
る
と
理
解
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場
の
違
い
を
理
解
し
、
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
社
会
参
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
に
『
チ
ー
ム
で
働
く
力
』
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
れ

ば
、
立
場
の
違
う
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ふ
だ
ん
接
す

る
仲
間
以
外
と
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
力
を
、
段
階
を
踏
ん
で

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
１
・
２

年
次
で
座
学
だ
け
を
続
け
て
、
い
ざ
３
年

次
で
実
践
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、『
で
き

る
と
思
っ
た
け
ど
、
で
き
な
か
っ
た
。
で

も
す
ぐ
に
就
職
、
卒
業
だ
』
と
な
る
と
、

結
局
何
も
身
に
付
か
な
い
ま
ま
、
で
き
な

い
こ
と
だ
け
が
わ
か
っ
た
だ
け
と
い
う
こ

と
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
よ
り
は
２

年
次
で
実
践
さ
せ
て
、
３
年
次
で
は
自
信

を
深
め
る
と
こ
ろ
や
反
省
す
べ
き
と
こ
ろ

を
、
ち
ゃ
ん
と
振
り
返
ら
れ
る
余
裕
を
与

え
た
い
。
２
年
次
で
返
り
討
ち
に
あ
っ
て
、

『
３
年
次
で
も
う
一
度
勉
強
し
ま
す
』
と

言
う
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
で
す
」（
吉

村
先
生
）

な
ど
身
近
な
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
学
生
は
異
な
る
学
部
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、

学
内
に
自
分
の
居
場
所
を
作
る
と
と
も
に
、
大
学
で
学
ぶ
意
義
を
肌
で
感
じ
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」「
考

え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の
必
要
性
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

２
年
次
で
は
、
地
元
の
企
業
か
ら
与
え
ら
れ
た
、
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。「
課
題
解
決
に
専
門
知
識

を
活
用
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
専
門
知
識
が
十
分
で
は
な
い
２
年
次
の
段
階
で
、
企
業
課
題

に
取
り
組
ま
せ
る
の
は
早
い
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、「
２
年
次
の
う
ち
に
自
分
に
足
り
な
い
能
力
を
自

覚
さ
せ
、
そ
れ
を
学
習
意
欲
に
結
び
付
け
、
学
び
直
す
機
会
を
３
年
次
で
与
え
る
」
と
い
う
の
が
日
本
文

理
大
学
の
基
本
ス
タ
ン
ス
で
す
。
ま
た
、
企
業
の
人
と
接
す
る
経
験
は
、
３
年
次
で
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
導
入
に
も
な
る
、
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
授
業
に
は
、
学
生
と
年
齢
の
近
い
若

手
職
員
が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
授
業
に
参
加
し
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意
見
を
引
き
出

す
だ
け
で
な
く
、
仲
間
や
企
業
の
人
と
の
関
係
に
悩
ん
だ
り
、
理
解
が
不
足
し
た
り
な
ど
で
問
題
を
抱
え

る
学
生
の
相
談
に
乗
り
、
ま
た
そ
の
様
子
を
教
員
に
伝
え
る
こ
と
で
、
き
め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

３
年
次
で
は
、「
お
祭
り
の
活
性
化
」
な
ど
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
企
業
の
課
題
は
「
売
れ

る
新
商
品
を
作
っ
て
ほ
し
い
」「
集
客
数
が
ア
ッ
プ
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
明
確
で
す
が
、
お
祭
り
の
盛
り
上
げ
の
よ
う
な
地
域
の
課
題
は
、
価
値
観
や
要
求
が
多
様
な
こ

と
が
多
く
、
当
事
者
同
士
の
調
整
が
難
し
い
の
で
、
よ
り
高
度
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
年

が
上
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
の
専
門
分
野
の
学
び
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、「
も
の
作
り
」
と
「
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
商
品
開
発
」
の
両
方
の
考
え
方
や
立
場
の
違
い
に
触
れ
、
課
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が

発
想
の
幅
を
広
げ
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
に
出
た
と
き
に
、
少
し
で
も
世
代
の
違
い
や
立
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学
部
を
横
断
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
問
的
な
刺
激
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
学
生

の
個
性
の
差
も
体
感
で
き
、
学
内
全
体
の
連
携
体
制
を
作
る
こ
と
に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
部
署
の
職
員
が
連
携
し
て
、
学
生
の
相
談
に
乗
り
な
が
ら
他
の
科
目
の
学
習
の
状
況
を
確

認
し
た
り
、「
社
会
参
画
実
習
」
で
学
生
が
見
つ
け
た
興
味
を
他
の
学
習
に
つ
な
げ
て
、
他
の
科
目

の
受
講
を
勧
め
た
り
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
学
生
の
出
席

や
単
位
取
得
の
状
況
の
情
報
を
一
元
化
し
、
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
全
て
の
職
員
と
教
員
が
学
生
の
状
態

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
問
題
の
あ
る
学
生
を
指
導
し
た
記
録
を
教
員
が
シ
ス
テ
ム

に
書
き
込
み
、
職
員
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
関
係
者
同
士
で
指
導
方
法
を
相
談
す
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
全
科
目
の
成
績
評
価
指
標
に
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
能
力
要
素
を
組

み
込
み
、
シ
ラ
バ
ス
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
学
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
人
間

力
」
に
評
価
基
準
を
導
入
し
、
教
員
の
意
識
付
け
と
と
も
に
教
育
の
質
保
証
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
目

的
で
す
。「
社
会
人
基
礎
力
」
は
、
定
義
付
け
や
尺
度
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
振
り
返
り
に

使
う
シ
ー
ト
が
各
種
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
成
長
の
評
価
が
難
し
い
「
人
間
力
」
の
指
標
に
な

り
う
る
、
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
ま
ず
評
価
割
合
・
評
価
方
法
を
示
し
、
そ
の
中
で

き
ち
ん
と
評
価
を
行
う
こ
と
を
重
ね
る
こ
と
で
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
を
明
ら
か
に

し
、
科
目
配
置
の
適
切
性
や
内
容
の
妥
当
性
の
議
論
に
つ
な
ぎ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
員
・
職
員
が
学
生
の
指
導
の
方
法
に
対
す
る
問
題
意
識
を
共
有
し
、
同
時
に

学
生
の
実
態
を
き
め
細
か
く
把
握
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で

「
社
会
人
基
礎
力
」
を
複
層
的
に
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
シ
ラ
バ
ス
へ
の
導
入
も
可
能
に
な
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

教
員
間
連
携
を
強
化
す
る
Ｆ
Ｄ
の
仕
組
み

︱
授
業
参
観
＆
研
究
会
と
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

　
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成
を
幅
広
い
科
目
で
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
日
本
文
理
大
学
で
は
教
員
の

授
業
改
善
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
科
目
間
で
教
員
同
士
が
連
携
し
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

授
業
の
工
夫
を
積
極
的
に
共
有
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
教
員
同
士
の
授
業
参
観
が
準
必
須
と
さ
れ
、
全

員
が
１
科
目
以
上
の
授
業
を
参
観
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て
、

「
社
会
人
基
礎
力
」
教
育
の
コ
ア
と
な
る
科
目
を
選
定
し
て
授
業
見
学
を
行
い
、
そ
の
後
、
授
業
担
当
者

と
参
観
者
が
意
見
を
交
換
す
る
研
究
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
数
回
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｆ
Ｄ
（
フ

ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
研
修
会
で
こ
れ
ら
の
結
果
や
感
想
を
共
有
す
る
研
修
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
と
教
員
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
、
自
由
に
意
見
交
換
で
き
る
授
業
も
設
定
し
て

い
ま
す
。
授
業
参
観
は
、
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
簡
単
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
員
同
士
の
負
担
を
軽
減
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
教
員
自
身
の
中
に
授
業
改
善
へ
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
、
１
年
次
の
「
社
会
参
画
実
習
」
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
（
ダ
ブ
ル
）
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
で
す
。
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
が
ペ
ア
（
場
合
に
よ
っ
て
は
３
人
以
上
）
で
授
業
を
行
う
も
の
で

す
が
、「
社
会
参
画
実
習
」
で
の
試
み
が
広
が
っ
て
、
既
に
全
体
の
80
％
近
い
教
員
が
経
験
し
て
い
ま
す
。

互
い
の
授
業
の
方
法
を
学
び
合
う
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
反
応
の
違
い
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
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授業の運営方法 
担当教員単独による授業と、学部を超えた合同クラスによるワークショップ授業（各クラスの教員が共同で担
当）を組み合わせて実施します。詳細は、担当教員がその都度説明します。

備考 
ワークショップでは、成果物としてチームで報告書の提出と最終の口頭発表を求めます。レポート作成方法など
不明な点は、授業時間外でも都合の良い時間に遠慮なく質問して下さい。また、授業時間外のレポート作成、
ワークショップなどは、人間力育成センター多目的ルームなどの学内施設を活用して下さい。 

学生が達成すべき
到達目標 

（理想的な到達レベルの目安： S評価） 
・チーム活動：チーム活動に進んで積極的に取り組むことができ、目的に向かってチームの人々を動かしていく
ことができる。また、自分がどのような役割を果たすべきかをすぐ理解することができる。 
・コミュニケーション力：チームのメンバーや調査対象者など関わりのある人に、思いやりの心で接することがで
き、自分の意見を理解してもらい、的確に伝えることができる。また、相手の話や意見を引き出して聴くことがで
きる。さらに、相手の意見や立場を尊重し、理解することができる。 
・情報収集・編集力：適切な媒体を用いて必要な情報を抽出し、テーマについての問題点や課題を明らかにで
きる。 
・時間管理：無遅刻、無欠席で授業に参加できる。また、レポート、プレゼン資料の準備など求められたものを
期限までに提出できる。 
・文章力：自分たちの活動成果を、理路整然とわかりやすく記述できる。 
・プレゼンテーション力：自分たちの活動成果を、適切な資料などを用いてわかりやすくプレゼンできる。 
 
（標準的な到達レベルの目安： C評価以上） 
・チーム活動：チーム活動に取り組むことができ、自分の役割を果たすことができる。 
・コミュニケーション力：チームのメンバーに、思いやりの心で接することができ、自分の意見を理解してもらうこ
とができる。また、相手の話や意見を聴くことができる。 
・情報収集力：教員など他者のアドバイスにより、適切な媒体を用いて、必要な情報を抽出できる。 
・時間管理：ほぼ無遅刻、無欠席で授業に参加できる。 
・文章力：自分の責任範囲の成果が記述できる。 
・プレゼンテーション力：自分の責任範囲の発表ができる。 

○成績評価基準 

評価方法／指標と評
価割合 

   試験   小テスト   レポート  成果発表    作品   その他    合計 

総合評価割合     50 15   35 100 

①こころの力     10       10 

②前に踏み出す力     10 5   10 25 

③考え抜く力     10 5     15 

④チームで働く力     15 5   15 35 

⑤専門能力              

⑥職業能力     5       5 

⑦学習に取組む姿
勢・意欲 

          10 10 

※②~④は「社会人基礎力」に該当 

○評価の要点 

評価方法                          評価の実施方法と注意点 

試験  

小テスト  

レポート 自己評価シート（事前、中間、事後）、活動記録シート、成果報告レポートの書き込み状況を評価します。 

成果発表 最終成果発表会のプレゼンテーションを評価します。

作品  

その他 
授業に欠席したり、遅刻・早退せずに、意欲的に取り組んだ場合、評価の対象とします。チーム内でのコミュニ
ケーションに積極的に取り組んだ場合も評価の対象とします。 


